



















Teaching criteria for fully-clothed swim lessons to elementary school students

































































































とても思う まあまあ思う あまり思わない 全然思わない
２、水の流れがあるところとないところでは水から受ける力は違うと思いますか
とても思う まあまあ思う あまり思わない 全然思わない
３、水の中では、服を着たままだと動きにくいと思いますか
とても思う まあまあ思う あまり思わない 全然思わない
４、水の中で、服を着たまま泳ぐのはかんたんだと思いますか
とても思う まあまあ思う あまり思わない 全然思わない
５、水の中の人を助けるときの手のつなぎかたを知っていますか
よく知っている まあまあ知っている あまり知らない 全然知らない
６、横泳ぎのおよぎかたが分かりますか
よく分かる まあまあ分かる あまり分からない 全然分からない
７、ペットボトルで浮くことができると思いますか
とても思う まあまあ思う あまり思わない 全然思わない
８、水の中で服を脱ぐことは難しいと思いますか
とても思う まあまあ思う あまり思わない 全然思わない
９、ライフジャケットのつけ方が分かりますか
よく分かる まあまあ分かる あまり分からない 全然分からない
１０、ライフジャケットをつけて、助けを待つときのしせいが分かりますか
よく分かる まあまあ分かる あまり分からない 全然分からない
１１、海や川では、ライフジャケットをつけるとよいと思いますか
とても思う まあまあ思う あまり思わない 全然思わない
１２、水の中で助けをまつのにライフジャケットはやくに立つと思いますか
























M SD M SD
１．水深による水圧 ３．２５ ０．８２ ３．６３ ０．６６ ３．７５＊＊＊
２．流水による水勢 ３．５５ ０．６４ ３．９８ ０．１５ ６．１９＊＊＊
３．着衣抵抗 ３．７４ ０．５８ ３．９１ ０．４７ ２．３５＊
４．着衣移動（簡単） １．７５ ０．７９ １．４３ ０．８４ ２．８０＊＊
５．救助法 １．１８ ０．５４ ３．９０ ０．４０ ３６．２９＊＊＊
６．泳法理解 １．５４ ０．７４ ３．５１ ０．６４ ２０．７９＊＊＊
７．呼吸確保 ３．４０ ０．７９ ３．９１ ０．２９ ５．５７＊＊＊
８．脱衣困難 ３．２９ ０．７１ ３．６２ ０．７２ ３．４１＊＊＊
９．救命胴衣着用法 ２．１３ １．０４ ３．９４ ０．２３ １５．７８＊＊＊
１０．救命胴衣姿勢 １．５２ ０．７４ ３．９２ ０．２７ ２８．０４＊＊＊
１１．救命胴衣自然水 ３．４３ ０．８３ ３．９３ ０．３０ ６．９７＊＊＊









































































































































可泳 n＝６４ 不可泳 n＝８
ｔ値
M SD M SD
２．流水による水勢 ３．６４ ０．６０ ３．００ ０．７６ ２．７６＊＊






























M SD M SD M SD M SD
１ ３．３０ ０．８１ ３．６３ ０．６８ ２．７８＊＊ ３．１３ ０．８３ ３．８８ ０．３５ ３．００＊
２ ３．６４ ０．６０ ３．９８ ０．１３ ４．４２＊＊＊ ３．００ ０．７６ ３．８８ ０．３５ ３．８６＊＊
３ ３．８３ ０．４９ ３．９４ ０．３９ １．４１n.s. ３．３８ ０．９２ ３．５０ １．０７ ０．３１n.s.
４ １．６９ ０．７３ １．４１ ０．７９ ２．１８＊ ２．１３ ０．９９ １．３８ ０．７４ １．８２n.s.
５ １．２２ ０．６０ ３．８８ ０．４５ ２７．９４＊＊＊ １．２５ ０．４６ ３．８８ ０．３５ ９．９８＊＊＊
６ １．６１ ０．７９ ３．４８ ０．６７ １６．０５＊＊＊ １．２５ ０．４６ ３．２５ ０．７１ １０．５８＊＊＊
７ ３．５０ ０．６９ ３．９２ ０．２７ ４．３７＊＊＊ ２．８８ ０．９９ ３．８８ ０．３５ ３．７４＊＊
８ ３．３４ ０．６７ ３．６３ ０．７５ ２．３７＊ ２．８８ ０．８３ ３．７５ ０．４６ ３．８６＊＊
９ ２．１１ １．１１ ３．９５ ０．２１ １３．０３＊＊＊ ２．５０ ０．５３ ３．８８ ０．３５ ５．２３＊＊
１０ １．５０ ０．７６ ３．９５ ０．２１ ２５．１９＊＊＊ ２．００ ０．７６ ３．７５ ０．４６ ４．７８＊＊
１１ ３．４０ ０．９２ ３．９４ ０．３０ ５．０２＊＊＊ ３．６０ ０．５２ ３．８８ ０．３５ １．５３n.s.























経験有 n＝２４ 経験無 n＝４９
ｔ値
M SD M SD
３．着衣抵抗 ３．５０ ０．６６ ３．８２ ０．５７ ２．１２＊
９．救命胴衣着用法 ３．００ ０．８８ １．４９ ０．７１ ７．８６＊＊＊
項目
授業前
経験有 n＝２４ 経験無 n＝４９
ｔ値
M SD M SD
５．救助法 ４．００ ０．００ ３．８４ ０．５１ ２．２２＊
８．脱衣困難 ３．３３ ０．９６ ３．７８ ０．４７ ２．６５＊＊































M SD M SD M SD M SD
１ ３．１３ ０．９５ ３．４６ ０．７８ １．４５n.s. ３．２７ ０．７８ ３．６７ ０．６３ ３．３１＊＊＊
２ ３．５４ ０．５９ ４．００ ０．００ ３．８２＊＊＊ ３．５３ ０．７１ ３．９６ ０．２０ ４．２４＊＊＊
３ ３．５０ ０．６６ ４．００ ０．００ ３．７１＊＊ ３．８２ ０．５７ ３．９２ ０．４５ １．２２n.s.
４ ２．００ ０．９３ １．２５ ０．７４ １．７１＊＊＊ １．６７ ０．７５ １．４９ ０．８９ １．１６n.s.
５ １．３８ ０．８２ ４．００ ０．００ １５．６０＊＊＊ １．０４ ０．２０ ３．８４ ０．５１ ３３．９４＊＊＊
６ １．６７ ０．７６ ３．６３ ０．５８ ８．８６＊＊＊ １．４５ ０．７１ ３．４１ ０．７０ ４８．００＊＊＊
７ ３．６３ ０．７１ ３．８８ ０．３４ １．４５n.s. ３．２４ ０．８８ ３．９０ ０．３１ ５．０６＊＊＊
８ ３．１３ ０．７４ ３．３３ ０．９６ ０．８９n.s. ３．３９ ０．７３ ３．７８ ０．４７ ３．８７＊＊＊
９ ３．００ ０．８８ ３．９２ ０．２８ ５．４１＊＊＊ １．４９ ０．７１ ３．９４ ０．２４ ２０．９６＊＊＊
１０ １．６７ ０．８２ ４．００ ０．００ １４．００＊＊＊ １．４１ ０．７３ ３．８６ ０．３５ ２０．３３＊＊＊
１１ ３．５４ ０．９３ ３．９２ ０．４１ ２．３９＊ ３．３７ ０．８３ ３．９４ ０．２４ ４．７５＊＊＊
１２ ３．８３ ０．３８ ３．９６ ０．２０ １．８１n.s. ３．８２ ０．５３ ３．９８ ０．１４ ２．２２＊
表８ 授業前後における経験者と未経験者の測定項目の平均得点の変化
（＊p＜．０５ ＊＊＊p＜．００１）
福井大学教育地域科学部紀要（芸術・体育学 体育編），３，２０１２２８０
差が見られなかった。これは経験者の授業前の平均得点が未経験者より有意に低い（表５）こと
に起因する。救命胴衣での入水の際、着衣での抵抗を感じるほどの活動を行なっていないからで
あろう。
４．着衣移動に関する項目は、経験者は０．１％水準で有意差が見られ、未経験者は有意差が見ら
れなかった。経験者の方が移動することが困難であるとの変化が大きい。経験者は、救命胴衣で
の入水経験が、移動の困難さには結びついていない。
７．呼吸確保に関する項目は、未経験者は０．１％水準で有意差が見られ、経験者は有意差が見ら
れなかった。未経験者のほうが呼吸確保か可能であることへの変化が大きい。授業後の値は両者
とも高く５％水準で有意差は見られない。これは、授業前の平均得点が未経験者の方が低い傾向
を示すことによる。未経験者ほど学習効果が顕著である。
８．脱衣困難に関する項目は、未経験者は０．１％水準で有意差が見られ、経験者は有意差が見ら
れなかった。未経験者の方が脱衣は困難であるとの変化が大きい。経験者が予想範囲内の困難さ
であったのに対し、未経験者は、はじめての脱衣経験による負荷を相対して大きく認識したこと
が要因であろう。
１２．救命胴衣効果に関する項目は、未経験者は５％水準で有意差が見られ、経験者は有意差が
見られなかった。しかし、顕著な特徴とまでは言えない。授業前においては経験者の方が救命胴
衣の効果について実感をもって理解していると考えるのが自然であろう。
４ まとめ
救命胴衣を用いた着衣泳の学習のねらいの達成度（理解度）について明らかにするため、参加
者全体、２５ｍ泳力及び救命胴衣着用経験の有無別に１２項目の調査から授業前後の集計を行い次の
ような結果を得た。
①授業参加者全員の授業前後の平均得点は、全ての項目において有意に増加したことから授業は
概ね意図した結果を得ることができた。
②可泳者と不可泳者について、授業前の平均得点に有意差が見られたのは２項目であった。２．流
水による水勢に関する項目の平均得点は、可泳者の方が不可泳者より高かった。７．呼吸確保に
関する項目の平均得点は、可泳者の方が不可泳者より高かった。
③可泳者と不可泳者について、授業後の平均得点に有意差が見られた項目はなかった。
④不可泳者の授業前後の平均得点に有意差が見られなかった項目は１項目であり、３．着衣抵抗に
関する項目であった。他の１１項目は有意差が見られた。
⑤可泳者の授業前後の平均得点に有意差が見られなかった項目は４項目であり、３．着衣抵抗に関
する項目、４．着衣移動に関する項目、１１．救命胴衣自然水に関する項目、１２救命胴衣効果に関
する項目であった。他の８項目は有意差が見られた。
⑥経験者と未経験者について、授業前の平均得点に有意差が見られたのは２項目であった。３．着
稲垣：小学生を対象とした着衣泳学習の指導項目に関する検討 ２８１
衣抵抗に関する項目の平均得点は、未経験者の方が経験者より高かった。７．救命胴衣着用法に
関する項目の平均得点は、経験者の方が不可泳者より高かった。
⑦経験者と未経験者について、授業後の平均得点に有意差が見られたのは３項目であった。５．救
助法に関する項目の平均得点は、経験者の方が未経験者より高かった。８．脱衣困難に関する項
目の平均得点は、未経験者の方が経験者より高かった。１０．救命胴衣姿勢に関する項目の平均
得点は、経験者の方が未経験者より高かった。
⑧経験者の授業前後の平均得点に有意差が見られなかった項目は４項目であり、１．水深による水
圧に関する項目、７．呼吸確保に関する項目、８．脱衣困難に関する項目、１２．救命胴衣効果であ
った。他の８項目は有意差が見られた。
⑨未経験者の授業前後の平均得点に有意差が見られなかった項目は２項目であり、３．着衣抵抗に
関する項目、４．着衣移動に関する項目であった。他の１０項目は有意差が見られた。
以上の結果から、救命胴衣を用いた着衣泳学習への参加により児童の学習のねらい（指導項目）
に対する達成度（理解度）は意図する方向に変容した。現在多数の学校において着衣泳が実施さ
れているが、救命胴衣を用いられる授業は少ない。今後、着衣泳の指導項目の一つとして学校体
育において積極的に取り入れられるように、教育関係者に対して啓発したり、用具の購入や貸出
制度を整備したりすることが必要だろう。また、泳力・救命胴衣着用経験の有無による相違点に
ついて、特徴の見られる項目を見出した。これは、着衣泳学習における、児童の実態把握、指導
方法、指導形態の工夫・改善が重要であることを示唆する。教育現場ではともすると、着衣泳が
一過性の体験に終わる危険性がある。指導者は、学習のねらいを達成（理解）させるため、他の
単元同様に児童の実態把握に努め、学習方法（内容）を決定すべきである。また、一斉指導に加
えて個別指導を可能にするため、学習時間の確保も必要である。
これは、これまでの実践や研究を礎にした、着衣泳の普及期から充実期への作業に他ならない。
水辺での痛ましい事故が多発する中、学校体育における水難防止プログラムの構築は社会におけ
る喫緊の要請でもある。
注
（注１）ヒューマンチェーンとは、複数の者が互いに同側の手首を持ち合った人の連鎖であり、救助法の一つで
ある。一方の手が離れても連鎖が維持できる利点がある。
（注２）下町一重伸（したまちひとえのし）とは、水府流水術の横体の泳ぎの一つである。水面から顔を出した
状態で泳ぐことができる利点がある。
福井大学教育地域科学部紀要（芸術・体育学 体育編），３，２０１２２８２
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